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令和元年度12月補正予算について

◎ ① アコヤガイ⼤量へい死の原因究明と優良⺟⾙の選抜 829万円

◎ ② 被害漁業者への既貸付資⾦の償還条件緩和に伴う利⼦補給 〔債務負担⾏為 1,138万円〕

③ 被害漁業者への追加融資枠の確保（5億円）に伴う利⼦補給 21万円
（参考：令和２年度 利子補給額 645万円） 【追加融資枠 5億円】

◎ ④ 野生動物を介して国内で感染が拡⼤する豚コレラウイルス等の防疫対策強化 9,132万円

⑤ 東京オリンピックに向けた台湾代表⼥⼦サッカーチームの事前合宿の受⼊れ 282万円

１．当面措置を必要とする経費 ︓ 1億 264万円 〔債務負担⾏為 1,138万円〕

◆ 今回の12月補正予算は、次の経費に限定して編成
Ⅰ 当面措置を必要とする経費

○アコヤガイの⼤量へい死への緊急対応 ○豚コレラ等防疫対策の強化
○東京オリンピック事前合宿の受⼊れ

Ⅱ 人事委員会勧告に基づく給与改定経費

≪注︓◎は新規≫



（１） 一般職 6億6,982万円（一般会計 5億7,956万円、企業会計 9,026万円 ）

【 給与改定の概要 （人事委員会勧告どおり）】
① 給与改定率 0.11％（給料の改定0.11％）
② 勤勉⼿当の年間⽀給割合 0.05月分増（勤勉1.85月分 → 1.90月分）

※期末勤勉年間⽀給割合︓4.45月分 → 4.50月分
③ 実施時期 Ｈ31年4月1日

（２）特別職 320万円 （ 一般会計 314万円、企業会計 6万円 ）
期末⼿当の年間⽀給割合の引上げ 0.05月分増（年間⽀給割合︓3.35月分 → 3.40月分）

２．給与改定経費︓ 6億7,302万円

区 分 職 員 数 予 算 額
一 般 会 計 1万8,863人 5億7,956万円

一 般 職 員 4,178人 1億1,902万円
警 察 職 員 2,874人 9,368万円
学 校 職 員 1万1,811人 3億6,686万円

企 業 会 計 2,063人 9,026万円

予 算 規 模

◆ 一般会計補正予算額 6億8,534万円 【累計 6,665億8,929万円 】
〔債務負担⾏為 1,138万円〕

◆ 企業会計補正予算額（3会計） 9,032万円 【累計 648億6,575万円 】



令和元年度12月補正予算の内訳

区 分 補正予算額 備 考

地 方 交 付 税 6億 715万円 普通交付税【一般財源】

国 庫 ⽀ 出 ⾦ 7,819万円 家畜伝染病予防費負担⾦、義務教育費国庫負担⾦

合 計 6億8,534万円

区 分 補正予算額 備 考

人 件 費 5億8,270万円 給与改定経費

そ の 他 1億 264万円 アコヤガイへい死緊急対策、豚コレラ等防疫強化 など

合 計 6億8,534万円

一般会計 歳入予算

一般会計 歳出予算


